
                                                      

                        

 

 

 

 

昨年 2 月、新型感染症への注意喚起と学校対応の説明の為に「健康と安全・安心」に特化した本

通信第１号を発行して以来、2 回目の４月を迎えました。「学園生の命を守る」をスローガンに、学

園と保護者をつなぐ架け橋「健光の橋」を用いて情報共有した上で、一致協力して臨時休業、緊急

事態宣言、第二・三波を乗り越えてきました。今年度も状況に応じて随時発行してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の①②③の場合、感染対策用の公用携帯電話に速やかに御連絡ください。 

 ・ 平日８：３０～１７：００  学校代表電話（３３２３－８４２１）で副校長をお呼び出しください。 

 ・ 上記時間帯以外     感染対策用の公用携帯電話へお願いします。 （時間外も可！）  

                           

 

 

 

 

 

 

 

★学園生が「放課後等デイサービス」を利用されている場合は、利用契約をしている保護者の方から、その事  

業所に、①②③をお知らせください。事業所等においても、以降の対応を協議することにつながります。な 

お、一報を事業所等へ入れられた際は、その際の事業所等の対応についても、学校へお知らせください。 

 

 

学校が依頼して校舎内に入る必要がある場合（新入生の付き添い・医療的ケア等での付き添い・保 

健室での保護者も交えた健康観察・検診の同席・個別面談等）を除き、保護者の校舎内への立ち入り

制限は昨年度から継続しています。 

・保護者送迎での登校 

★登校時、西棟 SB 昇降口では主幹教諭等が輪番で入校確認しています。立入り許可（上記）以外

の方は、校舎内に入らずに、昇降口で担任に引き渡しができるように、内線で教室に連絡します。 

★主幹教諭が立っていない時間帯（9 時３0 分以降）は、保健室までお入りいただき、保健室スタ 

副校長 泉 愼一 ０８０－４０７２－６２０７ 
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① 学園生が医療機関等において PCR 検査等を受けた・受けることが決まった場合 

② 学園生が濃厚接触者となった場合 

③ 学園生の PCR 検査等の結果が分かった場合 

 

 

 

PCR 検査を受ける・受けた ⇒ 学校又は専用公用携帯電話へ必ず連絡を！ 

光明学園では、学校として取りうる最大限の予防策を講じながら、学園生の「学びを止めな

い」ように、創意工夫して教育活動を展開しています。本日、小・中の入学式を終え、明日は、

高等部新入生を迎え、小 1～高 3 まで、全学年が揃います。本号では新入生、転入生をお迎

えするこの時期に、これまで蓄積した学校の予防策やルール共有を目的として、再確認を中心

に説明します。（なお、過去の通信は「光明学園ホームページ」から閲覧することも可能です。） 

新入生保護者の皆様、「健光の橋」は光明学園と御家庭の「ルールブック」としての役割を

担っていきます。在校生保護者の皆様もこの機会に、再度ルール等を御確認ください。 

 

保護者の校舎内立ち入り制限を継続します 

 

光 明 学 園 と 保 護 者 を つ な ぐ 

 



 

感染症対策・教職員ガイドライン　～新型コロナ編～   【３学期更新バージョン】

教職員が感染源・感染媒体とならないことが大切です！
教職員自身及び児童・生徒の健康観察の徹底が、異常の早期発見・感染症の拡大防止につながります！

＜教職員 通勤時・出勤時・日々の体調管理＞ S・B共通

～ポイント～

★通勤用と指導用マスクを分けること

★仕事着・布エプロン・三角巾・アームカバー等は

持ち運び用の袋を使用（清潔・不潔の区別）

★布マスク・仕事着・布エプロンは毎日自宅で洗濯を徹底

＜健康観察と教室環境の整備＞

～感染症予防を踏まえた指導体制・対応～

①健康観察の強化

全校で登校時・下校前の検温を実施

②教室環境の整備

原則常時換気の徹底

※【夏】西棟：換気設備は常に稼働させ、外気を取り込むため

教室内の上の小窓を常に開けて、空調を入れる。

授業の合間には大きな窓を開けて換気をする。

Ａ棟：教室のドアは常時開放、窓は可能であれば常時、困難な

場合はこまめに（授業者が授業中に１回、休み時間に１

回、数分間程度、窓を全開する）、２方向の窓を同時に

開けて換気する。室温は空調で調整して管理する。

【冬】西棟：廊下側のドア、外部に繋がっている窓も閉め、３０分程

度ごとに５分換気する。※廊下側のドア：全開／外部へ

繋がっている窓の下部分：開けられるだけ開ける。

A棟：３０分に１回、廊下側のドアや窓を全開放し数分間換気

を行う。

※寄宿舎：夜間は開け閉めが難しいため、数ｃｍ窓を開

ける程度とする。

③介助者の固定

可能な限り固定するが、難しい場合は他の児童・生徒の介助にうつる際

④共用物の配慮

教室内の生活スペースを個人のバスタオルで区画化

※バスタオルは毎日交換する。⇒保護者へ協力依頼

※共有する教材は児童・生徒ごとに消毒する。

※キルトマットは動きまわる児童・生徒のみ使用す

る。毎日洗濯とする。

～日常の感染症予防対策～

①咳エチケット

原則常時、教職員・児童・生徒はマスク着用

※シールド類は不織布マスクに比べ、飛沫を防ぐ

効果が低い。MT等で口元を見せる必要がある

場合には十分距離をとる。

※マスクが難しい児童・生徒：むせがあったとき

には口元をタオルで隠すなど飛沫が飛ばない配

慮をする。

②手洗い

一動作一手洗いの徹底

※薬剤による手指消毒より手洗いが基本。

※ペーパータオルは児童・生徒登校時のみ使用可。

③手指消毒

各教室に手指用アルコール消毒剤を設置

※アルコール禁の児童・生徒がいる学年は

対象外（Ｓ：小６・中３／B：中１・高１）

※S部門は基本的に教職員用として使用する。

通勤 出勤後

・自宅で検温
・通勤用マスク着用 登校前

・通勤着と仕事着を分ける
・手洗い、うがいを徹底

＜日常の消毒・感染源の扱い＞ ～個人のものは自宅で洗濯～

～物品・施設消毒～

●教室等

★ドアノブ等よく触れる場所：下校後に希釈したピューラックスで消毒

※別紙参照：ピューラックスの希釈・消毒方法

★共用スペース・共用物・教材

【S】常時：アルコールスプレーで消毒

※アルコール禁の児童・生徒がいる場合はかんたんマイペット。

【B】生徒下校後：かんたんマイペット、希釈したピューラックスで

清掃と消毒をする。

注意：両部門：希釈したピューラックスは児童・生徒登校中は使用しない。

●配膳台

アルコールスプレーで消毒

●トイレ（Sのみ）

児童・生徒ごとに次亜塩素酸水で座面や手すり等を消毒

～感染源の廃棄方法～

●マスクや鼻汁・唾液がついたティッシュ・使い捨てグローブ、エプロン等

蓋つきゴミ箱に捨てる。（燃えるゴミとして扱ってよい）

※蓋つきゴミ箱がない場合は口を縛ったゴミ袋で対応する。

●オムツ

各トイレの蓋つきオムツ用のゴミ箱に捨てる。

※使い捨てエプロンや手袋はペーパータオル用の燃えるゴミ箱へ

●吐物

西棟：２階のゴミ置き場の嘔吐物専用バケツに捨てる

～準備物品について～

●マスク ※指導用は原則不織布マスクを使用

通勤用・指導用を分ける。

●仕事着

予備の着替えも必ず一組は用意。

●布エプロン・三角巾・アームカバー＋持ち運び袋

（Sのみ）予備１組を教室内に用意。長袖シャツ等も

可。

～体調管理について～

●体調管理

毎日の検温、健康観察を徹底。少しでも異変があれ

ば管理職へ報告し、指導・介助から外れる。

●手指のケア

手荒れによるウイルス付着を避けるため、

訪問指導前

・指導用マスク着用

・指導用マスク、エプロン、

フェイスガード着用

ピューラックス アルコール 次亜塩素酸水 かんたんマイペット

・体調不良者発生時の緊急対応マニュアル

サーバー：A1_全校共有情報⇒09 保健室より⇒新型

コロナウイルスに関する各種マニュアルを

参照

随時保健室補充 週明け保健室前補充 随時西スロープ下補充 随時保健室補充

※A棟は２階看護室に衛生物品あり

ッフにお声かけください。内線で教室に連絡をし、担任を呼び、保健室での引き渡しとします。 

・早退時の迎え： 

★時間を決めて SB 昇降口で担任と引き渡しができるよう、御協力ください。 

 

 

 

       

 呼吸器系に疾患のある学園生も多数、通学                   

しています。マスクや検温、アルコール消毒 

等、今や「日常」となったことのほかにも、 

本校独自のルールや基準を設定しています。 

学校では各教室やトイレに掲示していますが、 

御家庭でも学校での対応をご承知おきいただ 

くために、別紙で配布します。 

 御家庭では以下の御協力をお願いいたします。 

＜全学園生共通＞ 

・毎朝の検温 

・健康チェックカードへの記入 

＜必要に応じて：担任と御相談ください＞ 

・体温計の持参   ・個人バスタオルの持参 

 

 

 

以下のように対応します。御承知おきください。 

○ 全校放送により「（感染症の可能性も含めた）体調不調者が生じたので、万が一に備えた組織対応を

する」ことの共通理解を図ります。この全校放送 ＝ 感染症発生ではありません。感染しているか

もしれないとの想定で、「感染・汚染区域を拡大しない・濃厚接触者を増やさない」原則に基づき、

行動します。 

○ 体調不良者を隔離し、指導・安全管理担当として教職員１名を固定化します。 

〇 保護者の迎えに合わせて移動する際は、全校放送により、校内移動の動線を周知 

し、他の学園生と交差しないようにします。※引渡し時には、万全を期し、 

「防護服」（写真参照）等の姿で対応します。（念のためです。驚かないでください） 

〇 お迎えの保護者には下校後の受診と結果の報告をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

昨年、コロナ関連のお知らせを中心に約９０通の緊急連絡を発信してきました。臨時休業中、また

感染予防のため登校を控えている御家庭がある中で、学校からの一斉連絡の手段として、フェアキャ

ストは大変有効でした。「健光の橋」等の発行があった場合にも、登校している場合には持ち帰ります

が、欠席していてもフェアキャストでお知らせしますので、学校ホームページからタイムラグなく閲

覧していただくことができます。今年度も引き続き、フェアキャストを活用します。加入手続きや運

用の仕方等の詳細は、近日中に別途お知らせを配布いたします。 

学校の許可を受けて、外部の方が校舎内に立入る際は、感染予防策を講じた上で、来校目的に応

じて人数や場所、移動ルートを調整し、密にならないように実施しています。御安心ください。 

光明学園版「感染症対応マニュアル」を配布します 

Ａ３判で配布します！ 

発熱・体調不良時：お迎えをお願いします 

体調不良の学園生をお迎えに自家用車で来校された場合は、【S 部門】は西棟バスターミナルへ、

【B 部門】は、A 棟中庭駐車場へお越しください。 

フェアキャスト（災害時緊急連絡システム）を活用します 


